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3 年 1組
西
にし

原
はら

　潤
うる

美
み

さん

　12 月定例会議事日程の通りに議会がすすんでいることがわ
かったので良かった。
　今日の傍聴会では、久山町の予算、土地取得などの提案の意見
を聞けたので、これから、町からの呼びかけなどに応えたいです。
　久山町議会傍聴では、話の内容をしっかりと理解することがで
きなかったので、もし機会があれば行ってみたいです。

3 年 2組
寺
てら

田
た

　帆
ほ

乃
の

加
か

さん

　議会ではすべて議長は町長で、すべての提案を町長中心に決め
ていると思っていました。
　実際は、議長がいて、町長も参加していて提案について説明し
たりと、みんなが参加していました。
　町のみんなで選んだ人が参加していたので、自分が選挙権を得
た時は、しっかり考えて、投票しないといけないと思いました。

3 年 2組
山
やま

下
した

　叶
と

夢
む

さん

　それぞれみんなちがう意見をもっていて積極的に意見を言って
いました。自分の中で思っていた議場内はもっとみんなさわがし
く、みんな表情がやわらかい感じかと思ってたけど、みんなひと
りも話しておらず、一人一人の表情もとても固い感じで、ピリピ
リした雰囲気でした。
　議案の土地取得についてはその土地の所有者の名前、住所まで
詳しく言っていたのでそこまで細かくするんだと思いました。こ
れからは、莫

ばく

大なお金が使われて造られたんだなと思い大事に使
いたいです。

　平成23年から、久山中学校３年生は社会科の授業の一環として、議会を傍聴　　　しています。地方自治の基本的な知識を身につけ、町の現状や
施策、議会のしくみを理解し、今後の町の発展を自ら考え、郷土を大事にする　　　心や姿勢を育むことを目的に行っており、今年で７年目となり
ます。また公職選挙法改正により、選挙権年齢が18歳となりました。これからの　　　町の担い手となる中学生に感想をうかがいました。
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3 年 3組
石
いし

川
かわ

　菜
な

々
な

子
こ

さん

　議会をみて私たちのために役場の人や議員の人は、一生懸命働
いてくれていることにすごく感動しました。
　また、選挙の大切さを感じました。どの人がふさわしいか真剣
に選ばないと、ふさわしくない人がなってしまうのでとても怖い
です。
　イコバスの件は高齢者の方の意見が届いていて、住民の意見を
大切にしているのがわかりました。

3 年 3組
末
すえ

松
まつ

　竜
りょう

馬
ま

さん

　私たちがあたり前のように生活ができているのは議員の方々の
おかげなんだなと感じました。議場は緊迫した雰囲気でわからな
い言葉もいくつかあったけど、社会の授業で習った「歳入・歳出」
や「国庫支出金」「地方自治法」などが話し合いの中から聞きと
ることができて、こういった感じで使われているんだなあと身近
に感じることができました。今回は議案についての簡単な提案理
由を言う場だったけど、こういった経験はめったにできない事だ
と思うので、今日学んだことを思い出しながら授業をうけたり、
久山町の町づくりに貢献していきたいと思いました。

3 年 3組
田
た

中
なか

　洸
こう

至
し

さん

　初めて目の前で議会が行われているところを見たけど、教科書
に書いてあったり、授業で習った通りの順序や内容が行われてい
て、実際に見ることによって理解をより深めることができました。
　また、普段から普通にやっている取り組み、自分たちが遊んで
た公園や交通の便が良くなった道路も、すべてこの町議会で話し
合われてから、可決されて作られていたことがわかりました。
　これから先、もっとよりよい暮らしができる町にするためにも
とても大切な話し合いだとわかりました。

　平成23年から、久山中学校３年生は社会科の授業の一環として、議会を傍聴　　　しています。地方自治の基本的な知識を身につけ、町の現状や
施策、議会のしくみを理解し、今後の町の発展を自ら考え、郷土を大事にする　　　心や姿勢を育むことを目的に行っており、今年で７年目となり
ます。また公職選挙法改正により、選挙権年齢が18歳となりました。これからの　　　町の担い手となる中学生に感想をうかがいました。
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議案の主なもの
10月臨時会（10月６日）

10月臨時会（10月17日）

12月定例会

　○専決処分の承認（平成 29 年度 久山町一般会計補正予算（第３号））
　　　衆議院議員選挙実施に伴う諸費用　　５４９万円

　○�久山町監査委員２名の選任
　○�久山町久原財産区管理会委員７名の選任

　○土地取得（議案第 72 号〜第 76 号）
　　　国史跡首羅山遺跡の公有化のための土地取得契約
　　　契約の相手方　　６名
　　　取得合計金額　　６，１０２万円
　　　取得する山林の合計面積　　４９，９６５㎡
　　　�首羅山遺跡指定地の公有化は平成 30 年度で

完了予定です。

　○平成 29 年度久山町一般会計補正予算（第５号）
　　・新建会館大規模改修工事設計業務委託料
　　　　　　　　　　　　　　　１０６万円
　　　　外部工事：屋根、壁等
　　　　内部工事：電気、空調等

　　・�けやきの森幼稚園周辺の交通安全対策として歩道に
横断防止柵の設置等工事費　　　　　６５３万円

　　　　歩道舗装打替工事　　延長：６７．３ｍ
　　　　横断防止柵設置工事　延長：４９．２ｍ
　　　　区画線工事　　　　　延長：１３８ｍ

　　・�入所児童の増加および「施設型給付費等に係る
処遇改善等加算について」の一部改正による久
山保育園運営委託料の増　　　 １，１１５万円

けやきの森幼稚園周辺

新建会館（中久原）
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●
１０
月
臨
時
会

●
１2
月
定
例
会

会
期 

１
日
間 

１０
月
6
日

会
期 

１
日
間 

１０
月
１7
日

会
期 

9
日
間

　
１2
月
５
日
～
１2
月
１3
日

久山町議会で決まったこと
議
案
番
号

議　　案　　名

採
決
結
果

山ヤ
マ

野ノ

久ヒ
サ

生オ

清キ
ヨ

永ナ
ガ

義ヨ
シ

弘ヒ
ロ

有ア
リ

田タ

行ユ
キ

彦ヒ
コ

佐サ

伯エ
キ

勝カ
ツ

宣ノ
ブ

松マ
ツ

本モ
ト

世セ
イ

頭ト
ウ

本ホ
ン  

田ダ    

光ヒ
カ
ル

阿ア  

部べ　

 

哲ア
キ
ラ

只タ
ダ

松マ
ツ

秀ヒ
デ

喜キ

久ク

芳バ

正マ
サ

司シ

阿ア

部ベ

文フ
ミ

俊ト
シ

59 専決処分の承認を求めること
平成 29 年度久山町一般会計補正予算（第３号）

承
認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

 

議

長

に

表

決

権

は

あ

り

ま

せ

ん

１０

月

臨

時

会

60 専決処分の承認を求めること
平成 29 年度久山町一般会計補正予算 （第４号）

承
認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

61 久山町監査委員の選任 同
意 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇

62 久山町監査委員の選任 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 除

斥 〇

63 久山町久原財産区管理会委員の選任 同
意

除
斥 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

64 久山町久原財産区管理会委員の選任 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 除

斥

65 久山町久原財産区管理会委員の選任 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

66 久山町久原財産区管理会委員の選任 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

67 久山町久原財産区管理会委員の選任 同
意 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

68 久山町久原財産区管理会委員の選任 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

69 久山町久原財産区管理会委員の選任 同
意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議
７ 議会広報特別委員会設置に関する決議 可

決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

１２

月

定

例

会

70 久山町個人情報保護条例の制定 可
決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

71 所有権確認訴訟の提訴 可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

72 土地取得 可
決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

73 土地取得 可
決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

74 土地取得 可
決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

75 土地取得 可
決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

76 土地取得 可
決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

77 平成 29 年度久山町一般会計補正予算
（第５号）

可
決 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇

78 平成 29 年度久山町国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

79 平成 29 年度久山町草場地区再開発事業
特別会計補正予算（第１号）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

80 平成 29 年度久山町下水道事業特別会計
補正予算（第１号）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

今回の
議案

町
長
提
案
・・・・・・・・・・  

22
件

議
員
提
案
・・・・・・・・・・  

１
件

１０

月

臨
時
会

平成 29 年 10 月臨時会・12 月定例会議決結果一覧表　[ ○：賛成　●：反対 ]
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一般質問とは？  皆さんの生活にかかわる大切な内容について、議員が町に対して質問を行うことです。

一般質問　12月6日 質問議員６名

民
有
林
の
森
林
経
営
計
画
事
業
に
つ
い
て

町
長
：
森
林
経
営
計
画
説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く

問
　

平
成
24
年
度
に
森
林
経
営
計
画
が

掲
げ
ら
れ
た
が
、
民
有
林
所
有
者
へ

の
浸
透
は
な
い
。
久
山
町
の
３
分
の

２
は
山
、
森
林
の
占
め
る
割
合
は
大

き
い
。
水
源
涵
養
や
山
地
災
害
等
か

ら
国
土
を
守
る
役
目
を
担
っ
て
い
る
。

今
年
朝
倉
市
方
面
で
起
き
た
異
次
元
の

災
害
は
森
林
か
ら
の
流
木
被
害
が
大
き

い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

今
、
久
山
で
は
幼
稚
園
建
設
に
久

山
の
木
材
を
使
っ
て
い
る
が
、
以
前

福
岡
市
天
神
の
ア
ク
ロ
ス
で
久
山
の

木
を
Ｐ
Ｒ
し
、
糸
島
方
面
で
久
山
の

木
を
使
っ
た
家
造
り
を
進
め
て
い
た
。

　

い
つ
の
間
に
か
や
め
て
し
ま
っ
て

い
る
が
、そ
の
後
そ
の
家
は
ど
う
な
っ

た
の
か
。
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
と
し
て
期

待
し
て
い
た
が
。

答
　

伐
期
を
迎
え
た
ヒ
ノ
キ
、
杉
を
有

効
利
用
し
て
、
久
山
町
の
木
を
使
用

し
た
住
宅
建
設
が
で
き
な
い
か
と
い

う
と
こ
ろ
で
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
、
糸
島
の
施
主
の
希
望
に
よ
り
久

山
の
木
を
使
っ
た
モ
デ
ル
住
宅
の
事

業
を
実
施
し
た
。

　

た
だ
こ
れ
は
施
主
が
久
山
の
木
を

選
び
、
そ
の
木
を
製
品
化
し
、
そ
れ

を
使
っ
て
住
宅
を
建
て
る
ま
で
の
過

程
の
シ
ス
テ
ム
を
検
証
す
る
場
を
作

る
事
業
だ
っ
た
。

問
　

民
有
林
所
有
者
の
方
は
森
林
経
営

計
画
と
い
う
の
が
わ
か
っ
て
い
な
い
。

　

よ
っ
て
今
民
有
林
で
森
林
経
営
計

画
さ
れ
て
い
る
人
は
い
な
い
と
思

う
。
平
成
24
年
に
森
林
経
営
計
画
が

始
ま
り
、
私
は
平
成
25
年
６
月
定
例

会
で
森
林
経
営
計
画
の
質
問
を
し
た
。

町
長
は
組
合
員
約
３
０
０
名
を
対
象

に
説
明
会
を
開
き
た
い
と
言
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
一
民
有
林
だ
け
で
は
や
っ

て
い
け
な
い
、
町
も
一
緒
に
な
っ
て

団
地
化
の
森
林
経
営
計
画
を
し
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
答
え
ら
れ

た
。
あ
れ
か
ら
も
う
５
年
目
に
な
る

が
説
明
会
は
開
か
れ
て
い
な
い
。

答
　

民
有
林
の
方
が
そ
の
事
業
に
つ
い

て
御
存
知
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
の
で
、
公
有
林
協
議
会
に
も
相
談

し
て
、
周
知
に
つ
い
て
検
討
を
し
た

い
と
思
う
。

問
　

町
の
介
入
と
い
う
の
は
、
絶
対
必

要
。
民
有
林
（
個
人
）
で
す
る
の
は

無
理
で
あ
る
。
公
有
林
は
民
有
林
に

比
べ
る
と
情
報
等
が
入
り
や
す
い
。

答
　

介
入
じ
ゃ
な
く
て
行
政
と
し
て
の

義
務
だ
と
思
う
の
で
、
説
明
会
に
つ

い
て
は
広
域
森
林
組
合
と
開
催
に
つ

い
て
、
検
討
し
て
い
く
。

久山の木を使って建てたけやきの森幼稚園

他
に
上
久
原
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
質
問
。

有
あり

田
た

　行
ゆき

彦
ひこ

 議員

有
田

有
田

町
長

町
長

町
長

有
田
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土
地
面
積
の
表
記
の
仕
方
が

　
　
　
　
　
　
　  

適
切
で
は
な
い
の
で
は

町
長
：
手
元
に
資
料
が
な
い
の
で
答
え
ら
れ
な
い

問
　
補
助
金
目
的
外
使
用
…
平
成
26
年
に

発
覚
し
た
不
祥
事
。
町
長
と
副
町
長
に

改
め
て
説
明
を
。

答
　
何
に
つ
い
て
説
明
し
ろ
と
言
っ
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
。
議
会
か
ら
承
認
議
決
を

い
た
だ
い
た
案
件
で
、
こ
れ
以
上
申
し
上

げ
る
こ
と
は
な
い
。

問
　
久
山
道
の
駅
事
業
に
つ
い
て
、
最
初

議
会
で
５
対
４
で
承
認
さ
れ
、
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
そ
の
後
議
会
で
５

対
４
で
予
算
が
否
決
さ
れ
た
。
そ
の
流

れ
の
中
で
町
が
５
０
４
０
㎡
の
用
地
を

購
入
し
た
。
手
元
に
町
の
資
料
が
あ
る

が
、
通
常
、
土
地
と
建
物
の
面
積
は
別
々

に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
重

計
上
に
な
る
の
で
は
。

答
　
言
い
た
い
こ
と
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

建
物
と
土
地
面
積
を
一
緒
に
す
る
こ
と
は

あ
り
得
な
い
。
土
地
取
得
で
５
０
０
０
㎡

を
超
え
る
時
は
議
会
の
承
認
を
得
る
必
要

が
あ
る
か
ら
、
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
る
。

建
物
の
面
積
と
一
緒
に
面
積
を
表
示
す
る

こ
と
は
な
い
。

問
　
議
会
で
も
５
０
４
０
㎡
の
土
地
面
積
と

い
う
の
は
定
着
し
て
い
た
。
し
か
し
、
保

有
の
別
の
資
料
に
５
０
４
０
㎡
の
横
に
、

８
７
０
㎡
と
書
い
て
あ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

建
物
と
土
地
は
別
で
議
会
で
審
議
す
る
。

建
物
は
建
物
で
別
に
コ
ン
サ
ル
な
ど
業
者

が
絡
ん
で
く
る
か
ら
慎
重
に
な
る
必
要
が

あ
る
。
こ
の
表
示
は
見
る
側
が
見
落
と
す

可
能
性
が
あ
る
。
町
民
へ
の
ま
ち
づ
く
り

懇
談
会
で
の
資
料
に
も
こ
の
書
き
方
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
あ
り
得
な
い
。
町
民
に

対
し
て
も
議
会
に
対
し
て
も
軽
視
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
他
の
事
例
等
を
調

べ
、
表
記
の
仕
方
を
町
は
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
　
何
度
言
わ
れ
て
も
私
の
手
元
に
資
料

が
な
い
か
ら
答
え
ら
れ
な
い
。

問
　
用
地
の
樹
木
補
償
費
に
つ
い
て
。
５
０
４
０

㎡
の
土
地
取
得
に
伴
う
樹
木
補
償
費
の
支

払
い
は
完
了
し
て
い
る
の
か
。

答
　
す
べ
て
終
了
し
て
い
る
。

問
　
１
７
２
４
万
円
と
い
う
金
額
は
ど
の
よ

う
に
し
て
出
た
の
か
。
割
高
で
は
な
い
か
。

答
　
き
ち
っ
と
し
た
補
償
基
準
に
基
づ
い

て
算
定
し
た
金
額
で
あ
る
。

佐
さ

伯
えき

　勝
かつ

宣
のぶ

  議員

町の「久山道の駅事業」計画図（案）
「5040㎡」は建物を含んだ誤った表記である

議会の議決に付すべき契約及び財産
の取得又は処分に関する条例

（昭和 39 年久山町条例第 14 号）

第３条　地方自治法第96条第１項第８号の
規定により議会の議決に付さなければならな
い財産の取得又は処分は、予定価格700万円
以上の不動産若しくは動産の買入れ若しくは
売払い（土地については、１件5,000平方メー
トル以上に係るものに限る。）又は不動産の信
託の受益権の買入れ若しくは売払いとする。

佐
伯

佐
伯

佐
伯

佐
伯

佐
伯

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

とびかう論戦！
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町
長
：
区
長
会
に
提
案
さ
せ
て
頂
き
た
い

問
　
敬
老
会
対
象
者
の
名
簿
は
、
各
地
区

毎
年
配
布
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
開
示
申
請
が
あ
っ
た
区
に
対
し
て
配
布
。

問
　
敬
老
会
は
各
地
区
で
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
各
地
区
の
自
主
性
に
任
せ
て
い

る
の
か
。

　

ま
た
８
地
区
の
敬
老
会
の
あ
り
方
、

実
施
方
法
を
、
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
基
本
的
に
各
地
区
の
自
主
性
に
任
せ

て
い
る
。
そ
の
中
で
施
設
の
問
題
と
か
備

品
の
問
題
と
か
相
談
が
あ
れ
ば
そ
れ
に

対
応
し
て
い
る
。

問
　
地
区
に
お
い
て
は
老
人
ク
ラ
ブ
加
入

者
以
外
の
敬
老
会
へ
の
参
加
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
聞
く
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
把
握
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
正
確
に
町
で
参
加
状
況
、
中
身
ま
で
は

捉
え
て
な
い
が
、
レ
ス
ポ
ア
ー
ル
よ
り
近

く
な
っ
た
こ
と
で
老
人
ク
ラ
ブ
以
外
の
参

加
も
何
人
か
出
て
き
た
と
い
う
声
も
聞
い

て
い
る
。
も
し
、
そ
う
い
う
こ
と
が
あ
れ

ば
行
政
区
長
に
お
尋
ね
し
た
い
と
思
う
。

問
　
各
地
区
高
齢
者
一
人
当
た
り
の
補
助

金
は
い
く
ら
か
、
ま
た
不
参
加
の
人
へ

の
対
応
は
。

答
　

基
本
は
75
歳
以
上
一
人
当
た
り

１
４
０
０
円
と
固
定
経
費
と
し
て
一
地

区
16
万
円
で
お

願
い
し
て
い

る
。
不
参
加
の

件
に
つ
い
て

は
、
ま
た
、
区

長
会
の
ほ
う
に

も
提
案
さ
せ
て

頂
き
た
い
。

中
学
校
給
食
に
つ
い
て

問
　
平
成
32
年
度
を
め
ど
に
と
、
町
長
は

言
っ
て
お
ら
れ
る
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
は
。

答
　
最
終
的
に
検
討
し
て
い
る
の
が
、
自
校
方

式
と
外
部
の
弁
当
給
食
、
給
食
法
に
基
づ
く

弁
当
給
食
を
２
つ
に
絞
っ
て
進
め
て
い
く
。

問
　
平
成
32
年
度
で
は
遅
す
ぎ
る
と
思
う
が
。

答
　
最
悪
遅
れ
な
い
よ
う
に
、
来
年
の
予

算
ま
で
に
は
、
そ
の
方
向
性
を
決
め
て

い
き
た
い
。

石
切
地
区
の
開
発
に
つ
い
て

問
　
こ
の
地
区
の
開
発
に
伴
う
９
ｍ
の
道

路
設
置
に
つ
い
て
法
線
を
早
く
決
め
て

は
ど
う
か
と
質
問
し
て
き
た
。
現
在
の

進
捗
状
況
は
。

答
　
来
年
の
予
算
に
そ
の
法
線
を
決
め
る

予
算
を
計
上
し
て
法
線
は
あ
る
程
度
確

定
し
て
い
き
た
い
。

問
　
新
宮
町
議
会
も
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
協
議
さ
れ
て
い
る
。
今
後
広
域
的

に
新
宮
町
長
と
協
議
し
て
頂
き
共
同
で

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

答
　
新
宮
町
佐
屋
地
区
と
久
山
町
の
土
地

利
用
を
含
め
て
振
興
計
画
に
つ
い
て
は
、

毎
年
一
回
、
新
宮
町
長
、
副
町
長
を
交

え
て
計
画
の
情
報
交
換
を
や
っ
て
い
る
。

敬老会の様子

松
まつ

本
もと

　世
せい

頭
とう

  議員

松
本

松
本

松
本

松
本

松
本

松
本

松
本

松
本

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

町
長

敬
老
会
不
参
加
の
人
へ
の
対
応
は

質問の内容は事前に通告し、持ち時間1時間（答を含む）の範囲内で一問一答※で行います。
※質問、答弁を理解するまでくり返す方法

8久山町議会だより　平成30年２月15日発行　No.68



 

約
12
億
円
・
町
総
合
運
動
公
園

　
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
整
備
事
業
は
中
止
を 

町
長
：
中
止
で
は
な
く
中
身
の
内
容
を
変
え
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

期
間
延
長
し
な
が
ら
進
め
た
い

問
　

旧
日
鉄
採
石
場
跡
地
に
サ
ッ
カ
ー

場
・
野
球
場
等
々
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
12
月
議
会
で
国
の
交
付
金
減
に

伴
い
、
総
合
運
動
公
園
施
設
整
備
工

事
費
６
４
０
０
万
円
の
減
額
が
計
上

さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
国
か
ら
本

町
を
含
む
地
方
自
治
体
へ
の
財
政
支

出
削
減
（
地
方
交
付
税・補
助
金
）
は
、

今
後
と
も
続
く
と
予
測
さ
れ
る
。
補

助
金
は
一
時
的
な
も
の
で
、
総
合
運

動
公
園
に
対
し
て
も
平
成
31
年
度
ま

で
し
か
つ
か
な
い
。
し
か
も
、
安
倍
首

相
は
平
成
31
年
10
月
か
ら
消
費
税
率

を
10
％
へ
引
き
上
げ
る
と
公
言
し
て

い
る
。

　
総
事
業
費
は
、
12
億
円
で
は
終
わ
ら

な
い
と
思
う
し
、
検
証
し
て
中
止
し
て

は
ど
う
な
の
か
。

答
　

い
ま
進
め
て
い
る
全
体
面
積
が
40

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
一
帯
は
町
有
地
で
あ

り
、
中
止
で
は
な
く
、
中
身
の
内
容
を

変
え
な
が
ら
期
間
延
長
し
て
で
も
進

め
た
い
。

市
町
村
国
保
の
広
域
化
と
市

町
村
の
役
割
は

問
　
来
年
度
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
の
財

政
運
営
を
都
道
府
県
に
移
さ
れ
る
が
、

国
保
税
は
、
今
後
と
も
市
町
村
が
徴
収

す
る
。
金
額
は
都
道
府
県
が
市
町
村
ご

と
に
示
す
「
標
準
税
率
」
を
「
参
考
」

に
し
て
決
め
る
。
納
付
金「
１
０
０
％
」

完
納
が
原
則
。
町
長
は
、
ど
う
受
け
と

め
て
い
る
の
か
。

答
　

今
回
の
制
度
改
正
に
よ
っ
て
財
政

主
体
を
都
道
府
県
単
位
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
財
政
運
営
の
安
定
化
が

図
ら
れ
運
営
の
広
域
化
、
効
率
化
で

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

問
　

改
正
後
も
国
保
制
度
の
基
礎
的
運

営
は
市
町
村
で
あ
る
。
①
加
入
や
脱

退
の
窓
口
②
高
額
療
養
費
と
療
養
費

③
出
産
育
児
一
時
金
な
ど
の
保
険
給

付
の
申
請
④
保
険
税
率
の
決
定
と
保

険
税
賦
課
⑤
保
険
税
の
徴
収
等
が
あ

る
が
ど
う
な
の
か
。

答
　

県
が
標
準
税
率
を
示
し
て
く
る
と

納
付
額
を
決
め
て
く
る
。
議
員
が
言

わ
れ
た
こ
と
も
考
慮
し
な
が
ら
制
度

改
正
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

▲町総合運動公園計画図

日本共産党

本
ほん

田
だ

　光
ひかる

 議員

本
田

本
田

本
田

町
長

町
長

町
長

▲市町村国保の広域化と市町村の役割

とびかう論戦！

9 久山町議会だより　平成30年２月15日発行　No.68



町
長
：
ま
ず
管
理
を
受
け
る
母
体
組
織
を

作
る
こ
と
を
急
ぐ

問
　

農
業
法
人
の
設
立
に
よ
る
農
地
の

集
約
化
の
た
め
の
体
制
作
り
に
つ
い

て
質
問
。

　

平
成
27
年
度
に
町
長
か
ら
諮
問
を

受
け
、町
内
農
業
者
で
構
成
す
る
「
明

日
の
農
業
を
考
え
る
会
」
で
、
久
山

町
の
農
地
を
健
全
に
維
持
す
る
こ
と

を
目
標
と
す
る
、
久
山
町
の
農
業
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
一
年
も
か
け
検

討
協
議
で
の
提
言
で
、
農
業
生
産
法

人
の
設
立
が
う
た
わ
れ
た
。
そ
し
て
、

平
成
28
年
７
月
に
、
地
域
で
の
農
地

を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
区
・

農
業
委
員
会
・
農
区
長
会
、
そ
し
て

粕
屋
農
協
・
北
筑
前
農
業
普
及
指
導

セ
ン
タ
ー
と
、
た
く
さ
ん
の
方
が
、

農
事
組
合
法
人
設
立
準
備
会
の
立
ち

上
げ
か
ら
約
一
年
、
13
回
の
会
議
を

も
っ
た
。
し
か
し
今
年
６
月
の
法
人

設
立
予
定
が
、
現
在
止
ま
っ
た
ま
ま

で
あ
る
。
町
長
は
こ
れ
ら
の
多
く
の

時
間
、
そ
し
て
多
く
の
方
々
の
協
議

の
結
果
を
ど
う
考
え
る
か
、
ま
た
現

在
の
状
況
は
。

答
　

久
山
町
の
農
業
に
つ
い
て
は
、
本

当
に
大
き
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。

当
初
は
、
町
全
体
で
一
つ
の
大
き
な

法
人
が
組
織
を
作
っ
て
い
く
意
気
込

み
だ
っ
た
。
し
か
し
町
全
体
で
一
本

化
の
法
人
は
無
理
じ
ゃ
な
い
か
、
山

田
は
、
営
農
組
織
の
中
で
法
人
化
を

進
め
よ
う
と
い
う
動
き
に
な
っ
て
い

る
が
、
久
原
は
ま
だ
具
体
的
な
動
き

に
な
っ
て
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
ず

管
理
を
受
け
る
母
体
組
織
を
作
る
こ

と
を
急
ご
う
、
基
本
は
い
き
な
り
生

産
法
人
で
な
く
、
管
理
を
す
る
た
め

の
農
業
法
人
。
法
人
に
な
る
と
利
用

権
の
設
定
が
で
き
る
が
、
今
の
機
械

利
用
組
合
の
状
態
で
は
、
利
用
権
の

設
定
が
で
き
な
い
の
で
、
ま
ず
は
利

用
で
き
る
形
の
法
人
組
織
を
進
め
て

い
く
。

問
　

田
園
風
景
の
あ
る
久
山
の
ま
ち
づ

く
り
と
し
て
、
土
地
改
良
し
た
き
れ

い
な
水
田
も
あ
る
が
、
山
間
部
の
ど

う
し
て
も
利
用
で
き
な
い
所
も
あ
る
。

逆
に
そ
う
い
う
所
を
ど
う
活
用
し
て

自
然
に
残
す
か
、
何
ら
か
の
形
で
活

用
を
、
町
は
考
え
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

答
　

久
山
町
の
田
園
風
景
を
守
る
こ
と

を
、
今
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
る
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
農
業
法
人
の
設
立

と
合
せ
て
、
町
全
体
の
農
業
振
興
整

備
計
画
の
見
直
し
の
中
で
、
農
業
で

残
し
て
い
く
所
、
そ
う
で
な
い
所
を

見
直
し
、
町
の
田
園
環
境
を
守
る
た

田園風景のある里山

　
他
に
、
有
害
鳥
獣
駆
除

対
策
に
つ
い
て
質
問
。

阿
あ

部
べ

　哲
あきら

  議員

阿
部

阿
部

町
長

町
長

農
業
法
人
の
設
立
計
画
の
状
況
は

め
、
今
の
水
田
農
業
を
守
れ
る
手
法

を
模
索
し
て
い
く
。

一般質問の詳しい内容（会議録）は、レスポアール久山町民図書館、町のホームページでご覧い
ただけます。
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問
　
ゴ
ル
フ
場
と
役
場
の
間
の
三
差
路
、

そ
こ
を
朝
７
時
30
分
か
ら
８
時
30
分

ま
で
の
１
時
間
観
察
し
た
。
そ
の
間
、

小
学
生
が
31
名
、
中
学
生
が
57
名
、

合
計
88
名
の
子
ど
も
た
ち
が
横
断
し

て
お
り
、
非
常
に
多
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

　

地
元
の
方
が
朝
早
く
か
ら
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
下
さ
っ
て
い

る
が
、
こ
の
方
が
高
齢
に
な
っ
た
と

き
そ
の
安
全
が
守
ら
れ
る
の
か
、
町

長
の
考
え
は
。

答
　

確
か
に
ロ
ー
タ
リ
ー
と
い
う
形
に

な
っ
て
、
朝
夕
は
小
・
中
学
生
の
通

学
路
に
も
な
っ
て
お
り
、
全
体
的
に

み
る
と
、
危
険
な
状
態
に
あ
る
と
思

う
。問
題
は
、構
造
的
な
も
の
が
あ
り
、

今
の
状
態
で
信
号
機
設
置
は
難
し
く
、

す
る
な
ら
ば
き
ち
っ
と
し
た
Ｔ
差
路

に
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

今
の
状
態
と
信
号
機
の
設
置
を
し

た
方
が
良
い
の
か
、
関
係
者
な
ら
び

に
、
県
の
公
安
委
員
会
と
も
相
談
し
、

検
討
し
て
い
く
。

レ
ス
ポ
ア
ー
ル
横
の
久
原
交

差
点
に
右
折
信
号
の
設
置
を

問
　

東
久
原
か
ら
久
原
小
学
校
方
面
は

猪
野
・
篠
栗
線
の
開
通
に
よ
り
右
折

車
両
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
が
問
題

な
の
は
、
久
原
小
学
校
か
ら
東
久
原

へ
向
か
う
方
向
で
、
１
回
の
青
信
号

で
右
折
車
両
が
２
台
ほ
ど
待
機
し
て

お
り
、
前
方
か
ら
の
直
進
車
両
が
多

く
、
赤
信
号
に
な
ら
な
い
と
右
折
で

き
な
い
と
い
う
、
非
常
に
危
険
な
状

況
で
あ
る
。

　

こ
の
場
所
に
は
せ
っ
か
く
右
折

レ
ー
ン
が
あ
る
の
で
、
右
折
信
号
の

設
置
を
。

答
　
私
も
全
く
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

　
町
も
実
は
公
安
委
員
会
に
右
折
信
号

を
要
望
し
て
お
り
、
糟
屋
管
内
で
は
そ

の
要
望
も
上
位
に
は
あ
る
が
、
ま
だ
設

置
ま
で
に
は
至
っ
て
は
い
な
い
。

　

こ
れ
も
県
全
体
的
な
も
の
の
順
番

が
あ
る
の
で
、
再
度
、
町
も
声
を
出

し
て
い
く
。

久原交差点

ゴルフ場と役場の間の三差路

　
他
に
、
出
会
い
ふ
れ
あ

い
事
業
（
婚
活
）
の
今
後

に
つ
い
て
質
問
。

久山町議会ページ
QRコード

町
長
：
公
安
委
員
会
と
相
談
し
て
、
検
討
し
て
い
く

只
松

只
松

町
長

町
長

只
ただ

松
まつ

　秀
ひで

喜
き

  議員

 

ゴ
ル
フ
場
と
役
場
の
間
の
三
差
路
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

信
号
機
の
設
置
を

とびかう論戦！

ホームページで本会議の
会議録を公開しています

久山町議会 検索

68号から
議会だよりも
ホームページで
ご覧いただけ
ます。
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○
開　
会　
は　

３
月
２
日（
金
）

○
一
般
質
問
は　

３
月
５
日（
月
）

議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
町
当
局
に
質
問
し
ま
す
。

※�

議
会
は
９
時
30
分
に
開
か
れ
ま
す
。

　

�

傍
聴
受
付
は
８
時
30
分
か
ら
町
民
生
活
課
窓
口
に
て
行

い
ま
す
。

３
月
議
会
の
開
催
予
定

　
私
た
ち
は
、
自
然
が
多
く
、
緑
豊
か
な
久
山
町
で

育
ち
ま
し
た
。
幼
少
期
は
、
幼
稚
園
や
小
学
校
で
友

達
と
過
ご
す
楽
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
周
囲

の
人
々
に
迷
惑
を
か
け
て
は
い
け
な
い
」
こ
と
や
、「
身

の
回
り
の
整
理
整
頓
」
と
い
っ
た
生
活
す
る
上
で
の

基
本
を
学
び
ま
し
た
。

　
月
日
を
経
て
、
今
日
、
懐
か
し
い
友
人
た
ち
に
出

会
い
、
皆
か
つ
て
と
は
見
違
え
る
ほ
ど
変
わ
っ
た
も

の
の
、
ど
こ
か
懐
か
し
い
面
影
を
感
じ
、
か
つ
て
の

思
い
出
が
走
馬
灯
の
よ
う
に
駆
け
巡
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
私
た
ち
が
こ
の
よ
う
に
成
人
式
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、
今
ま
で
先
生
方
や
地
域
の
方
々
、

そ
し
て
家
族
が
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。
中

で
も
両
親
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
長
か
っ
た
よ
う
で
短
か
っ
た
よ
う
な
20
年
間
で
し

た
。
つ
い
に
私
た
ち
の
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。
後
世
に

恥
じ
ぬ
未
来
を
創
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新成人代表

柳
やなぎ
　博

ひろ
巨
み
さん

か 

　
け 

　
橋

　

年
明
け
の
身
が
引
き
締
ま
る
消
防
出
初
式
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
町
を
支
え
て
い
く
貴
重
な
若
者
た
ち
の
輝
か
し

き
成
人
式
。
そ
の
姿
は
、
晴
れ
や
か
で
あ
り
、
ま
た
頼
も

し
く
感
じ
入
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
議
会
だ
よ
り
68
号
か
ら
表
紙
も
新
し
く
し
、
広

報
特
別
委
員
会
新
メ
ン
バ
ー
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
直
接
聞
き
、
行
政
と
町
民
の

架
け
橋
と
な
る
よ
う
親
し
み
や
す
い
広
報
を
目
指
し
委
員

全
員
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
今
年
も
議
会
だ
よ
り
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
山
野 

久
生
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
委
員
長　
　

山
野　
久
生

　
　
副
委
員
長　
　

只
松　
秀
喜

　
　
委　
　
員　
　

阿
部　
　
哲

　
　
委　
　
員　
　

久
芳　
正
司

　
　
委　
　
員　
　

清
永　
義
弘

発
行
責
任
者

　
　
議　
　
長　
　

阿
部　
文
俊

編

後

記

集

編

後

記

集

表
紙
に
関
連
し
た
皆
様
に
町
へ
の
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

福
岡
県
か
ら
１
３
９
名
出
席
の
中
、
久
山
町
か
ら
10
名

の
議
員
全
員
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

　
「
林
業
復
活
と
地
域
創
生
」
と
題
し
て
、
一
般
財
団
法

人
日
本
経
済
研
究
所　

鍋
山　

徹
氏
の
基
調
講
演
の
中

で
、
国
産
材
の
資
源
活
用
の
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
①
公
共
・
民
間
建
築
物
等
の
木
造
・
木
質
化
の
加
速

な
ど
需
要
を
創
造
し
、
森
林
資
源
を
循
環
的
に
利
活
用
す

る
方
策
の
具
体
化
が
急
務
で
あ
る　

②
多
様
で
柔
軟
性
に

富
む
実
効
あ
る
、
森
林
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進　

③
森
林

の
基
本
的
機
能
と
さ
れ
る
、
生
産
と
保
全
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
と
レ
ジ
ャ
ー
、
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
町
民
に
愛
さ
れ
、
町
民
が
誇
り
に
思
え
る
森
林
や
里

山
づ
く
り
、
世
代
を
超
え
た
町
民
の
意
識
啓
発
と
中
長
期

の
次
世
代
人
材
育
成
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

林
活
議
連
は
年
１
回
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
久
山
町

の
森
林
の
あ
り
方
、
地
元
産

材
の
活
用
等
に
つ
い
て
、
議

会
で
継
続
的
に
検
討
審
議
し

て
い
く
必
要
を
強
く
感
じ
た

大
会
で
し
た
。

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化

　
　
　
　 

九
州
大
会
に
参
加
し
て

大
分
市
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分
大
ホ
ー
ル

�

平
成
29
年
10
月
26
日

久
山
町
林
活
議
連
会
長
　
阿
部
　
哲

議
員
活
動


